
出隅 入隅 出隅 入隅

出隅

入隅

ツルパワーフェンス　施工手引き　＜HF-300＞
１.柱の位置を決め、基礎を設置

基礎寸法
G1×G2×G3

HF-300

埋込み寸法
B

650×650×1000 500

（mm）

柱間隔は柱芯々2050 ±5mm ピッチで割り付けてください。

２．柱の割付および孔の向き

自在隅柱Ａ

　端柱 　主柱

90度隅柱

自在隅柱Ｂ

□100×100

Ｂ

Ｇ３

Ｇ１×Ｇ２

2050±5mm

（主柱と同じ加工）

孔の向き

柱の通り芯柱の通り芯

孔の向き

＜内＞

＜外＞

＜内＞

＜外＞

＜内＞

＜外＞

＜内＞

＜外＞

＜内＞

＜外＞

孔の向き

孔の向き

柱の通り芯

柱の通り芯

60度以上～
　　110度未満

60度以上～
　　110度未満

φ114.3

32.5

32.5

孔の向き 孔の向き

柱の通り芯

柱の通り芯

＜内＞

＜外＞

＜内＞

＜外＞

110度以上～180度未満

110度以上～180度未満 32.5

32.5

孔の向き 孔の向き

出隅 入隅

孔の向き

孔の向き

柱の通り芯

柱の通り芯

＜内＞

＜外＞

＜外＞ ＜内＞

65

110度以上180度未満のｺｰﾅｰの例

丸柱の自在隅柱Bを使用します。出隅・入隅部、共
に他の柱の中心線から32.5mmズレが発生します。

60度以上110度未満のｺｰﾅｰの例

丸柱の自在隅柱Aを使用します。出隅・入隅部、共
に他の柱の中心線から32.5mmズレが発生します。

90度ｺｰﾅｰの例

入隅部の柱の中心線は他の柱の中心線から65mm
ズレが発生します。

＜内＞

＜外＞

110度
～

180度

32.5

自在隅柱

自在隅柱

110度
～

180度

端柱

端柱

32.5

32.5

32.5
2050

2050 2050

2050

入隅

自在隅柱

＜内＞

＜外＞

60度
～

110度

60度
～

110度

2050

2050 2050

2050

32.5

32.5

32.5

32.5

端柱

端柱

出隅

自在隅柱

入隅

90度隅柱

90度隅柱

出隅2050 2050

2
0
5
0

2
0
5
0

主柱主柱主柱

90度

＜内＞

端柱

＜外＞

90度
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3．柱に継手を取付

各部品の形状

各部品の形状

4．パネルの取付（主柱、端柱、90度隅柱）

各部品の形状

柱に継手をB.N.Wまたはタッピングボルトで取り付けます。
端柱と90度隅柱の上下の継手には下がり防止用のテクスネジを止めます。

正面図

緑化面（植栽する側）

凸状のウェーブ
メッシュが表面

下胴縁には
水抜き孔

上

下

　端柱 　主柱 　90度隅柱(端柱と同じ継手を角面に使用）

主柱上下継手

端隅柱上下継手

主柱中段継手

端隅柱中段継手 タッピングボルト
M8×18

テクスネジ+6×19S

ワッシャー
スプリングワッシャー

ナット

端隅柱中段継手

端隅柱上下継手

テクスネジ止め

端隅柱上下継手

テクスネジ止め

端隅柱上下継手
テクスネジ
+6×19S

（下がり防止）

柱BNW　EJ8×120C

柱BNW
EJ8×120C

角根ボルトには必ず付属のワッシャーと
スプリングワッシャーをご使用ください。

主柱上下継手

柱BNW
EJ8×120C

主柱上下継手

テクスネジ止め

端隅柱中段継手

端隅柱上下継手

端隅柱上下継手

テクスネジ止め

端隅柱上下継手

タッピングボルト
M8×18

平面図

自在隅柱AまたはB
注意

パネルには上下表裏の向きがあります。

タッピングボルト
M8×18

※他のボルトと比べて色が
薄くなります。

主柱上下継手

主柱中段継手

端柱上下段継手Ａ

端柱上下段継手Ｂ

端柱中段継手

端柱上下段
継手Ａ

端柱上下段
継手Ｂ

端柱中段
継手

端柱上下段
継手Ｂ

端柱上下段
継手Ａ

端柱中段
継手

タッピングボルト
M8×18

※タッピングボルトは着座したら
　締結完了です。

　締め過ぎにご注意ください。

※金属の孔位置が短い側が
パネル胴縁外側を向きます。

上下段座金

短

長

パネル

継手BNW　EJ8×55C

＜内＞＜外＞

下段

柱の内側からパネルを継手に
あてがい上下段座金とBNW
で取り付けます。

上下段座金

継手BNW

上下段座金

継手BNW

上下段座金

継手BNW

上段 上段パネルも
同様に取り付けます。

テクスネジ
+6×19S

（下がり防止）
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4．パネルの取付（自在隅柱AまたはB）

端隅柱バンド

＜内＞＜外＞

下段

上段

各部品の形状

各部品の形状

各部品の形状

継手BNW　EJ8×55C

タッピングボルト
M8×18

※他のボルトと比べて色が
薄くなります。

柱BNW　EJ8×120C

中段用座金 柱の内側からパネルを継手に
あてがい上下段座金とBNW
で取り付けます。

上下段座金

継手BNW

中段用座金

継手BNW

＜内＞＜外＞

上下段座金

継手BNW

上段パネルも
同様に取り付けます。

中段用座金

中段継手

※本締めする際、中段用座金は
　 図の様に回転させてから柱側に
   寄せてください。

主柱バンド

バンドBNW　EJ8×30C
柱BNW バンドBNW　

EJ8×30C
柱BNW バンドBNW　

EJ8×30C

バンドBNW　EJ8×30C

自在隅柱パネルバンド

90度隅柱バンド

端隅柱バンド

5．柱バンドの取付（90度隅柱、自在隅柱AまたはB）
90度隅柱 自在隅柱AまたはB

90度隅柱バンド取付部 自在隅柱パネルバンド取付部

自在隅柱パネルバンド

タッピングボルト
バンドBNW
EJ8×30C タッピングボルト

26
.3
2

13
.1
6

53.95

25

13
.1
6

90
.4
8

正　面　図

主柱 □100x100x3.2端柱 □100x100x3.2 主柱 □100x100x3.2

側　面　図

（外） （内）

76
.7
1

25
25

植栽側

胴縁 38x35x1.6 ウェーブメッシュ　φ3.2

2050

3
4
3
8
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1
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5
0

9
5
0

5
0
0

1
0
0
0

650

＜参考一般図＞

上下段座金

ボルト取付
位置

650

端柱バンド取付部 主柱バンド取付部

　端柱
端隅柱バンド 主柱バンド

　主柱

5．柱バンドの取付（端柱、主柱）
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8

1
7

15
φ12以上

孔あけ寸法

ウェーブメッシュは
クリッパーで切れ
ます

登ハンマットは
カッターナイフで
切れます

登ハンマットにシノなどで
ボルト用の孔を3ヶ所あけます

ボルト:
E8×25(1W)

切断・孔あけ

ツルパワーフェンス　施工手引き　＜HF-300＞

ウェーブメッシュの切断方法
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パネルの端尺加工について

ウェーブメッシュは端尺寸法により２通りの切断方法があります。

①胴縁バンドのボルト、ナットを
　 ゆるめます（６ヶ所）。

③ウェーブメッシュ・背面メッシュと
　 登ハンマットを切断します。

②胴縁を抜いて必要な長さで切断します。

④端部押え板を取り付けます。

A　ウェーブメッシュが凹部の底で

終わる場合

凹部で切断します

B　ウェーブメッシュが

　　凸部で終わる場合

ひとつ隣の凹部で

切断します

胴縁バンドを止める際、ウェーブメッシュの
底部をつかむようにして下さい。

・胴縁切断後、サンダー等でバリを除去し　
　タッチアップペイントで補修塗装をおこな
　ってください
・切断作業においてはケガのないよう十分
　にご注意ください

！ 注意

ウェーブメッシュ

凹部

ひとつ隣の凹部で
切断します。

*端部保護用キャップは弊社で取り扱っています。

*端部保護用キャップ
切断した横線すべてに
キャップをはめて下さい。

背面メッシュは胴縁の長さと揃え
て下さい。

背面メッシュ

凹部


